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初級スペイン語学習者に必要な
文の構成に関する知識
齋藤　華子
要旨
スペイン語の文を正しく理解するためには、文を組み立てる構成要素が文中でどのよ
うな役割を果たすのかを知っている必要がある。本研究では、大学からスペイン語を
学び始めたスペイン語専攻大学 1 年生が、そうした文の成り立ちについてどの程度把
握しているかを調べた。文の骨格となる「主語＋動詞」を読み取っているか、直接目
的語、間接目的語が見極められているのかを、15 のスペイン語文を利用し尋ねた結果、
主語及び動詞は見つけられるものの、目的語の判断は対訳となりうる日本語の表現に
かなり頼っている傾向が見られた。スペイン語の学習開始時には文の構成、特に動詞
がどのような要素を必要とするのかについての最低限の知識の有無をまずは確認して
おくべきだろう。またそのためにも、スペイン語よりも先に学んでいるはずの英語の
文に関する同様の知識を利用できるのではないかと考える。
Conocimiento necesario sobre la estructura de la oración 
en aprendices de español de nivel elemental
SAITO Hanako
Resumen
　Para entender correctamente una frase, hay que saber bien cómo funcionan los 
elementos constitutivos dentro de ella. En el presente estudio hemos investigado si 
las estudiantes del primer curso del Departamento de Español, que llevan solo cuatro 
meses estudiando, comprenden bien o no la estructura básica en español. Les hemos 
pedido buscar el sujeto y el objeto directo e indirecto dentro de quince frases simples 
en español.
　Los resultados aclararon que la mayoría de las principiantes ya puede identificar el 
sujeto y el verbo en una frase, pero muchas determinan el objeto directo e indirecto 
dependiendo de la partícula japonesa “wo” o “ni”. Es decir, hay muchas alumnas que 
todavía no conocen claramente la diferencia entre verbos transitivos e intransitivos. 
Esto nos indica que, en una clase elemental de español, antes de enseñar los verbos, 
tenemos que tener en cuenta hasta qué punto saben los alumnos sobre la estructura de 
la frase. Asimismo es posible utilizar primero como modelo las estructuras de oracio-
nes en el idioma inglés que han empezado a aprender antes que el español.
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１．はじめに
　スペイン語の文は中心となる動詞とその他の要素の組み合わせで構成される。基本の「主
語＋動詞」の形に始まり、「主語＋動詞」に様々な語句が付加されて文ができていくことは、
すでに英語の学習経験を持つ大学のスペイン語学習者にとって、特に目新しい情報ではな
いと考え、教える側も、学生たちがそうした前提知識を持っているはずであるとして授業
を進めてしまうことが多いのではないだろうか。しかしながら、筆者の担当するスペイン
語の授業の中で学生たちの誤訳や誤答を見ていると、主語、動詞、目的語等の文を組み立
てる要素についての理解があいまいな学生が少なくないのではないかという想いが年々強
まってきた。
　そこで、すでに 2 年次までの必修科目において文法の基礎を学んだ 3 ～ 4 年生数名に、
スペイン語の文の構造についてあらためて考えるとき、どのような点が難しいと感じてき
たかを尋ねてみたところ、次のようなコメントが集まった。
‐	主語、動詞以外の要素がわかりにくい
‐	直接目的語、間接目的語以外の要素がわかりにくい
‐	ある語句が代名詞 1 に置き換えられるのかどうかの判断が難しい
‐	日本語の文について、主語、動詞、目的語などを普段意識していないので、スペイ
ン語の中で（それらを）考えることが難しい
‐	前置詞の使い分けが難しい
‐	語順が難しい
　直接目的格・間接目的格人称代名詞については、筆者担当のスペイン語専攻学生向け必
修スペイン語「文法」の授業では、1 年次前期のうちに学ぶ項目である。そのため主語、
動詞以外の要素の中でも直接目的語・間接目的語については早い段階から、少なくともそ
の存在については意識されやすいはずである。しかしながら、目的格人称代名詞に置き換
えられるのかどうかの見極めが難しい、ということは、文中のどの語句が直接目的語ある
いは間接目的語であるのかがわかりにくいということなのだろう。またその見極めには、
名詞や代名詞の前に置かれる前置詞の役割に注目することも重要になってくる。たとえば
前置詞 a は、場所や時間を示すこともあれば、直接・間接目的語の前にも置かれるため、
慣れるのにも時間がかかる。また、英語に比べれば語順が固定されていないと言えるスペ
イン語でも、直接目的語や間接目的語が人称代名詞の場合には動詞の活用形の直前に置か
なければならない等の規則があるため、語順に関しての指摘も見られたのだろう。
1 ここで学生が述べた「代名詞」とは目的格人称代名詞を指すと思われる。
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　すでにスペイン語を学んで数年経つ学生たちにとっても、動詞と目的語といった語と語
の関係について理解するには困難を感じていることがわかる。では、大学でスペイン語学
習を開始したばかりの学生たちは、基本的な文の構成をどの程度把握しているのだろうか。
スペイン語を学び始めて数か月の大学生たちを対象に実際に調べてみることにした。
２．英文の構成に関する知識と英文理解
　スペイン語を学んでいる大半の日本の大学生たちは、すでに英語の学習経験がある。そ
こでまず英文の構成理解を扱った研究を 2 つ見てみたい。
　黒岩 (2010) は、「英文の意味がわからない」と訴える、英語を苦手とする大学生たちが
抱えている大きな問題は、個々の単語の意味がわからないこと以上に、単語同士の関係性
が理解できていないことであるとし、英語基礎クラスを受講する大学 1 年生を対象にした
調査をおこなった。8 つの英文を出題、各文が 5 文型のどれに相当するかを尋ね、その後
それぞれの英文を和訳させるテストを実施した。その結果、文型問題の得点と和訳の得点
の間には相関関係があり、5 文型の知識がある学生は英文理解能力も高い傾向があると指
摘した。主語や目的語といった英文を形作る文の要素の組み合わせに関する知識が、英文
理解には重要な意味を持つことがわかる。しかし実際には大学入学後も、英語の「S（主
語）と V（動詞）については、ほとんどの学生が理解しているが、O（目的語）と C（補語）
の概念は理解していない学生が意外と多い。」（黒岩 2010:160）と述べられる実感が現実を
示しているのだろう。
　また吉田 (2005) は、英語が得意でない大学 1 年生が訳した 10 の英文の日本語訳から、
目的語の用いられる構文理解の難しさを検討している。調査一週間後に答案を学生に返却、
正解できなかった理由を書かせているが、その結果からは、一語一語の単語がわからなかっ
たというよりも、局所的な部分は理解できても全体的なつながりがわからないという声が
多かった。また構文の理解が困難な学生は訳す際に、英語の語句の出現順に日本語に置き
換えるという、低学力者に特徴的な方略を使用していたと報告している。
　以上の 2 つの研究結果を見ても、より複雑な文に取り組む前に固めておかなければなら
ない基礎として、文を作る要素の関係性の知識、文の成り立ちについての理解が必要であ
ると考える。
３．調査
3.1	目的
　英文の意味がわからないと訴える大学生が、英語に加えスペイン語を学ぶこともあると
想像すれば、そうした学生はスペイン語学習においても、語と語のつながりの理解につま
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ずく可能性があるだろう。また前述の 3 ～ 4 年生のコメントを見ても、スペイン語の文の
構成を理解するのは、すでに数年にわたり学んでいたとしても決して簡単なことではない
ことがわかる。
　以上の点からも、大学でスペイン語を学び始めたばかりの段階ではどの程度、文を組み
立てる要素について把握しているかを知っておくことは、教える側にとって有益な情報と
なるであろう。初めて学ぶスペイン語について、まずは文の基本となる主語と動詞が見つ
けられるのか、また文を成立させるためのその他の要素、特に直接目的語、間接目的語に
ついてどのように理解しているのか、あらためて確認してみることにした。
3.2	調査対象者
　2014 年および 2016 年に清泉女子大学（以下、本学）に入学したスペイン語専攻 1 年生
を調査対象とした。前期最後の筆者の担当授業時 2 に、後述する設問から成る調査用紙を
配布、授業終了時刻までに解答するように依頼した。結果は授業の成績評価には一切関係
のないことを強調してから行った。また、スペイン語の学習歴を尋ねる質問を用意し、大
学入学前に日本またはスペイン語圏で 6 か月以上スペイン語を学んだ経験のある学生につ
いては対象から除外した。結果、2014 年度入学者 63 名、2016 年度入学者 48 名の解答が
集められた。
3.3	調査項目
　初めに次のような説明 3 を載せたあと、以下の 3 つの設問を用意した。
スペイン語の文は通常、≪主語＋動詞＋補足要素≫で成り立っています。補足要素と
は、動詞を補足する語句（「～を」「～へ」「～で」など）のことです。例えば、次の
スペイン語の文の構成を見てみましょう。
例）Mi amigo           vive              en Yokohama.（私の友達は横浜に住んでいる。）
　　 1. 主語　　　2. 動詞　　　3. 補足要素
設問１： 5 つのスペイン語文の中の主語、動詞、補足要素にあたる部分を答える
設問２： 5 つのスペイン語文の中に直接目的語があれば、それがどれかを答える
2 最終授業時には当該科目の前期末試験を実施したため、受講者には試験の解答が済んだあとで本
調査用紙に答えるよう求めた。なお、調査実施のこの授業はスペイン語科目ではないため、設問
の解答に当該試験問題が影響しているとは考えにくい。
3 初級者が一人で読んでもわかるように、独習者向けに平易な表現で、かつ詳細な解説がなされて
いる小川 (2007) のワークブックを参考にした。
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設問３： 5 つのスペイン語文の中に直接目的語および間接目的語があれば、それがどれ
かを答える
　スペイン語文については、1 年次前期に本学の文法クラスの中で扱った文（扱ったとみ
なして問題のない程度、単語を入れ替えた文も含む）を利用した。解答する際に、スペイ
ン語の単語の意味がわからないために答えられない、ということをできるだけ避けるため、
各文には日本語訳を参考に添えた。
４．結果および考察
　以下、出題したスペイン語文を、想定した解答と、参考として載せた日本語訳とともに
記載する。いくつかの語がまとまって 1 つの要素になることが把握できているかどうかも
見るため、想定した解答と下線の引き方に一語でも異なる点が見られた場合には不正解
としてカウントした。各文の右には正解者数と調査人数内 4 の比率を示す。なお、［　　］
内左側は 2014 年度、右側が 2016 年度実施調査の結果である。各文、正解率が 7 割を下回
るものについて、その誤答傾向を見ていくこととする。
設問１「例のように、1) ～ 5) の文の中の主語、動詞、補足要素にあたる部分に下線を
引いて、主語には１、動詞には２、補足要素には３の番号をつけてください。」
例）Mi amigo  vive  en Yokohama.　（私の友達は横浜に住んでいる。）
　　 　1　　　2　　　　3
1) Ella tiene muchos libros interesantes.　［ 92.1% (58 名 ),  95.7% (44 名 ) ］
　  1　  2　　　　　　3
　（彼女はたくさんの面白い本を持っている。）
2) Ellos trabajan en aquel hotel. 　［ 96.8% (61 名 ),  100% (46 名 ) ］
　　1　 　2　　　　3
　（彼らはあのホテルで働いている。）
3) ¿Toman ustedes café?　［ 96.8% (61 名 ),  91.3% (42 名 ) ］
　　　2　　 1　　 3
　（あなた方はコーヒーを飲みますか？）
4) El tren llega a las diez. 　［ 93.7% (59 名 ),  95.7% (44 名 ) ］
　 　1　　2　　 3
　（電車は 10 時に到着する。）
4 各設問ごとに、無回答等の不備の見られたデータは調査対象者から外している。
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5) ¿Vas al cine con tu hermana? 　［ 49.2% (31 名 ),  47.8% (22 名 ) ］
　　2　　 3　　　　3
　（君はお姉さんと映画に行くの？）
　設問１では、文の核となる主語と動詞、付加されるその他の補足要素がとらえられてい
るかを確認した。まず、主語が省略されずに明示された 1) から 4) の正答率を見ると、主
語と動詞、その他の要素について把握できているようである。3) の疑問文は動詞の “toman” 
が文頭に来ている例であるが、疑問詞のない全体疑問文でも 9 割以上の学生が正解できて
いた。
　一方、正答率が目立って下がるのが、主語が省略された文 5 であった。5) についての
最も多い誤答は “al cine（映画に）” を主語としたものだった《46.9％ (15 名 )、41.7% (10 
名 )》5。 “Vas” が動詞だということは理解しているが、「動詞の次に来るのが主語」と考
えての誤りだろうか。名詞 “cine” は “ir al cine（映画に行く）” という言い回しで、授業で
扱われる例文にもかなり頻繁に登場するはずである。さらに日本語訳のヒントがあるため、 
“al cine” が「映画に」にあたることは明白だろうと想像したが、それでも 10 数名の学生
がそれを主語と答えたという結果は、「主語」という概念の理解があいまいな学習者が存
在すると考えるべきだろうか。
　また 5) は主語が書かれていなくても文が成立している。動詞 “vas” の主語は “tú（君）” 
でしかありえない、ということがすぐに頭に浮かばない学習者がまだいるということだろ
う。主語が省略されるスペイン語では動詞の活用形を見て、読み手・聞き手側が主語を判
断しなければならないが、学習初期に学ぶはずのこの重要な特徴がまだ身についていない
学生がかなりいるということを示した結果かもしれない。
設問２「次の文の中に、直接目的語があれば下線を引いてください。」
例）Yo hablo inglés.　（私は英語を話す。）
1) Juan come mucho.　［ 83.9% (52 名 ),  83.3% (40 名 ) ］
　（フアンはたくさん食べる。）
2) Juan come mucha carne.　［ 96.8% (60 名 ),  100% (48 名 ) ］
　（フアンはお肉をたくさん食べる。）
5 《　》内のパーセンテージは、該当の文における不正解者数を 100 とした比率（左は 2014 年度、
右は 2016 年度の結果）を示す。以下、誤答についての考察では、同様に不正解者数の中での比
率を《　》に記載する。
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3) Esta tarde voy a estudiar en la biblioteca.［ 64.5% (40 名 ), 60.4% (29 名 ) ］
　（今日の午後私は図書館で勉強するつもりだ。）
4) Ellos vienen aquí.　［ 58.1% (36 名 ),  50.0% (24 名 ) ］
　（彼らはここに来る。）
5) Espero el autobús.　［ 96.8% (60 名 ),  95.8% (46 名 ) ］
　（私はバスを待つ。）
　まず 5 つの文のうち他動詞を用いた 2) と 5) はほぼ正しく答えられている。「お肉を」「バ
スを」という日本語訳からも、「～を」が直接目的語になると覚えた学生が多くいるのだ
ろう。また正解者の多い 1) は 2) との対比もヒントになり、「何を」食べるのかが書かれ
ていない文、つまり直接目的語を持たない文として理解されやすかったと思われる。
　「～を」の出てこない 1) が多くの学生に正しく理解されたにも関わらず、同じく日本
語訳に「～を」が登場しない 3) と 4) の正解率の低さに注目したい。まず 3) では、 “en la 
biblioteca（図書館で）” を直接目的語とした誤りが多かった《59.1％ (13 名 )、47.4% (9 名 )》。
En la のない “biblioteca” のみ、または “la biblioteca” を直接目的語として下線をつけた解答
も見られた《22.7% ( 5 名 )、21.1% (4 名 )》。最も正答率の低かった 4) でも、不正解者のほ
ぼ全員が “aquí（ここに）” という場所を表す副詞を直接目的語ととらえていた《96.2% (25
名 )、100% (24 名 )》。また 4) で “aquí” を直接目的語と答えた学生の約半数（10 名、12 名）
は、3) でも “en la biblioteca”（または “la biblioteca”、 “biblioteca”）に下線をつけていた。 “en 
la biblioteca” “aquí” のどちらも場所を表す状況補語である。動詞に時や場所の情報を加え
る状況補語と、主語がする動作の直接の対象である直接目的語とのはっきりとした区別が
できていないようである。
設問３「次の文の中に直接目的語があれば下線を、間接目的語があれば波線を引いてく
ださい。」
例）Escribo una carta al profesor.  （私は先生に手紙を書く。）
1) Carmen baila muy bien.　［ 65.0% (39 名 ),  64.6% (31 名 ) ］
　（カルメンはとても上手に踊る。）
2) Enseño esta foto a María.　［ 86.7% (52 名 ),  87.5% (42 名 ) ］
　（私はマリアにこの写真を見せる。）
3) Carlos está en el comedor.　［ 51.7% (31 名 ),  35.4% (17 名 ) ］
　（カルロスは食堂にいる。）
4) ¿Les regalas flores a tus padres?　［ 76.7% (46 名 ),  91.7% (44 名 ) ］
　（君は両親に花を贈るの？）
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5) Este verano voy a España.　 ［ 20.0% (12 名 ),  16.7% (8 名 ) ］
　（この夏、私はスペインに行く。）
　設問３になると、全体としてそれまでより正解率が下がっていることがわかるが、2) と 4)
のように、直接目的語・間接目的語の両方が登場する文では正解者が比較的多い。「～に」「～
を」の組み合わせで日本語に置き換えられるスペイン語文は、学習者にとって意味をとら
えやすいのだろうか。
　一方、自動詞を用いた 1) 3) 5)、特に 3) と 5) の正解者が大きく減少している。1) につい
ては多くが “muy bien（とても上手に）” を間接目的語としてとらえていた《66.7% (14 名 )、
70.6% (12 名 )》。3) も “en el comedor（食堂に）”（または “comedor” のみ）を間接目的語で
あるとする解答が多かった《58.6% (17 名 )、61.3% (19 名 )》。「上手に」「食堂に」の「～に」
という表現から、それらが間接目的語だと判断している学習者が多そうである。さらに 3)
では、 “en el comedor” を直接目的語とした答えもかなり見られた《37.9% (11 名 )、38.7% (12
名 )》。
　調査に使用したすべての提示文のうち最も正答が少なかったのが 5) であった。1) と 3) 
で見られたように、「～に」という日本語に影響されるとすれば、 “ スペインに ” を間接目
的語と考える学生が多いと推測できたが、予想通り “a España” を間接目的語とする解答が
多かった《60.4% (29 名 )、50.0% (20 名 )》。同時に、 “a España”（または “España” のみ）を
直接目的語とする答えもかなりの人数見られた《31.3% (15 名 )、45% (18 名 )》。5) は「い
つ」「どこへ」という 2 つの状況補語が用いられている文であるが、「いつ」にあたる “este 
verano（この夏）” を間接目的語とする学生もいた《6.3% (3 名 )、17.5% (7 名 )》。「～に」
という日本語に影響されてその語を間接目的語とする傾向ももちろん見られるが、設問２
の 4)「ここに」、または３の 3)「食堂に」や 5)「スペインに」を直接目的語とした解答が
少なくなかったことは、「いつ」「どこで」等を表す状況補語が、文中でどのような役割を
果たすのか、目的語とはどのように異なるのかがまだ理解されていない、ということを示
しているのではないだろうか。
　また、設問２の “biblioteca” のみのケースと同様、ここでも “comedor” または “España”
のみに線を引いた学生が複数いた。 “en la biblioteca”, “en el comedor” の前置詞 en と定冠詞
el, la を含めて初めて、動詞を修飾する副詞としての機能を果たすのだが、おそらく「句」
についての理解が進んでいない学習者がいるのだと想像できる。
　以上、本調査結果から、初級レベルのスペイン語学習者の文の構成に関する理解には、
次のような特徴が見られた。
・ 主語が明示されていれば主語と動詞は特定できるが、主語が省略されている場合に
は、動詞の活用形から主語を判断しなければならないことにまだ慣れていない学生
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がいる。
・ 日本語で「～を」と訳される語が直接目的語、と認識している学生がいる。
・ 日本語で「～に」と訳される語が間接目的語、と認識している学生がいる。
・ 状況補語と目的語の区別ができていない学生がいる。特に「～に」と日本語で表現
できるとき、その語句の役割が意識されていない。
・ 句とはなにかが理解できていない学生がいる。
　1 年次の学習事項の中に目的格人称代名詞が通常入ることもあり、直接目的語、間接目
的語については、設問２の 2) と 5)、設問３の 2) と 4) の正解率が高いことを見ても、見極
められているようである。「～を」と訳されるのが直接目的語、「～に」と訳されるのが間
接目的語であると覚えているのだとすれば、初級学習者にとって、他動詞＋直接目的語、
他動詞＋直接目的語＋間接目的語の構造は比較的学びやすいといえる。
　しかし問題は、直接目的語、間接目的語が登場しない文にまで、目的語とみなした語句
に下線を引いた学生が多いということである。つまり、目的語以外の補足要素が文の中で
どのような役目を持つのかについての知識がいまだ不十分な学生が多いということではな
いだろうか。または、直接目的語、間接目的語、どちらについても日本語の「～を」「～に」
にあたる、という以上の知識を身につけていない、といえるのかもしれない。
５．初級学習者に必要な文の要素の知識
　「～に」「～を」との対訳がつけられる例文で練習している限りにおいては、学習者のあ
いまいな目的語または状況補語の理解が表に出ずに授業が進んでいく可能性がある。スペ
イン語の文の意味を理解し、正しい文を産出できるようになるためには、文の中心となる
動詞がどのような要素を従えているのか、動詞以外の文の要素の役割をきちんと知ってお
かなければならない。
　今回の調査結果を踏まえると、スペイン語を学んで数か月の初級者の中には、目的語を
状況補語と混同してしまうことがあることがわかる。しかし初級スペイン語クラスを考え
るとき、学習者は次から次へと出てくる覚えるべき単語や動詞の活用にまずは意識が向く
だろう。頻繁に主語が省略されるスペイン語では、授業においても、動詞の時制や活用練
習に時間を取ることになるが、それは文の中心となる「主語＋動詞」を理解してもらうた
めにも避けられない。そのため初級レベルでは、動詞の形そのものに慣れてもらうことに
力を入れがちになり、それぞれの動詞がどのような補足要素を必要とするのかについては、
系統だった解説が不足してしまうのではないだろうか。
　もちろん、こうした文の成り立ちを詳しく取り上げている参考書もあり、近年は良書が
複数出版されている。ただこれらの参考書は、すでにスペイン語の例文が読める段階に入っ
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た学習者たちがあらためて体系立てて自習または復習する、といった目的で書かれている
ものが多いようである 6。様々な例文を見ながら解説を読む、ということが前提であると
すれば、中級レベルを対象とするのも決して不自然なことではないが、学習者が基礎とな
る文の要素を理解して学習に取り組もうとしているのか、初級レベルにおいても確認すべ
きではないだろうか。学習のできるだけ早い段階で、当然スペイン語の知識が不足してい
る場合には日本語あるいは英語の例文を利用しながらでも、主語とは、動詞とは、目的語
とは何であるのか、まずは理解させておく必要があるだろう。
　本調査の結果を踏まえれば、授業では動詞を導入する際、
－自動詞と他動詞の違い
－直接目的語と間接目的語の違い
－目的語と状況補語との違い
をおさえておくべきかと考える。その際、特に次の点に留意したい。
・ 2 語以上のまとまりが文中で 1 つの品詞の働きをすることがあること、そのまとま
りの中に「主語＋動詞」が含まれないものが「句」であるということを理解させる
（例：en aquel hotel, a las diez, este verano 等）
・ 必ずしも直接目的語が「～を」に置き換えられるとは限らないことを示す（例：
ver ～「～に会う」、saludar ～「～にあいさつする」等）
・ 「～に」と訳されても、間接目的語とは限らないことを示す（例：ver ～「～に（直
接目的語）会う」、aquí「ここに（状況補語）」、en Yokohama 「横浜に（状況補語）」、
a las diez「10 時に（状況補語）」等）
・ 状況補語とは主に動詞の意味を補う副詞（句）で表現され、時や場所、方法など
の情報を付け加える役目を持つことを明確にさせる（例：venir esta tarde「今日の午
後来る」、venir a la universidad「大学へ来る」、venir en coche「車で来る」等）。特に
前置詞 a のついた名詞（句）が文中で果たす役割を見分けられるようにする（例：
buscar a la profesora（直接目的語）「先生を探す」、enseñar esta foto a María（間接目的語）
「マリアにこの写真を見せる」、venir a las diez（状況補語）「10 時に来る」等）。
6 前述の小川 (2007) のほか、近年では西村 (2014)、廣康 (2016)、三好 (2016) などが刊行されている。
西村はタイトルからもわかる通り、想定するレベルをまえがきで次のように述べている：「… 初
級の文法を一通り終え、教科書の例文から離れて生のスペイン語に触れ始めると、初級レベルの
教科書では扱われていなかったことや、これまでの理解では納得しきれないことなどがたくさん
出てきます。〔中略〕その「？」を少しでも解決する助けになればということで本書は生まれま
した。」また三好も「はじめに」の中で「スペイン文法（スペイン語の文法）について初級レベ
ルの知識を持っておられる人を読者として想定しています。」と書いている。
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６．おわりに
　最後に、本稿の最初に紹介した学生のコメントの 1 つを再度振り返りたい。
‐	日本語の文について、主語、動詞、目的語などを普段意識していないので、スペイ
ン語の中で（それらを）考えることが難しい
　大学でスペイン語を学ぶときには、すでに英語の学習経験があることが一般的であり、
たとえ日本語では意識していなくても、英語学習の中では必然的に主語、目的語などの要
素には接していただろう。また本調査結果に見られたように、たとえば設問３の 3) “en el 
comedor” にあたる “in the dining room” や、３の 5) “voy a España” に相当する “I go to Spain” 
の “to Spain” 部分がどちらも目的語ではないということは、英語学習経験があれば理解で
きるのではないかと、教える立場としては期待してしまう。調査対象者が 1 年次のスペイ
ン語文法科目で使用していた教材では、規則動詞よりも先に動詞 estar が導入され、動詞
ser とともに estar が英語の be 動詞に相当する繋辞動詞であることはかなり早い段階で知
ることになる。つまり３の 3) に関しては、 “Carlos is in the dining room.” という英文を考え
てみても、場所を示している “en el comedor” が目的語ではないことは判断しやすいかと想
像する。そのため、こうした文中の状況補語に関して、授業では特に強調して学生の理解
を促すようなことはあまりないかもしれない。
　しかしながら、実際には英語のそうした知識が、次に学ぶスペイン語学習にたやすく応
用されているわけではないようである。大学で新たな外国語の学習を始める時、高校まで
の英語での学習済み事項を、あたかもリセットしてしまう学生が想像よりも多いのではな
いか。英文法で学んだ内容をスペイン語学習時に参照しようとしている学生は予想よりも
少なく、一方で教える側が、学校英語で学んでいることを前提にスペイン語の授業を進め
ているとすれば、学習者のつまずきに気がつくことが遅れることもあるだろう。
　ただ、かつて筆者がおこなった調査では、スペイン語の成績上位グループの学生たちは、
英語学習時に使用した学習ストラテジーをスペイン語学習においても実践している可能性
が見られた（齋藤 , 2009）。特に文法を学ぶためのストラテジーに関する結果では、英語
学習とスペイン語学習において使用するストラテジー間に強い関連が見られた。文法につ
いてノートにまとめる、例文を暗記する等、英語学習の際に使用して効果的であった学習
方法はスペイン語でも試そうとしている学生たちがいるのであれば、今度は具体的に英文
法のどのような事項をスペイン語学習に結びつけていけばより理解しやすくなるのかを、
明示的に教えることが必要なのではないだろうか 7。
　高校から大学という外国語学習を介したつながりを築くためにも、本稿で取り上げた文
の構成に関する事項をはじめ、英文法の解説のうちスペイン語教育においても参考にでき
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るところはもっと取り入れることを今後検討していきたい。大学入学後のスペイン語学習
をより効率的に進めるため、英語の文法知識をどのように活用していくべきか、今後はよ
り英語学習と関連付けた研究を意識していきたい。
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